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別紙のとおり

農山漁村地域整備計画

宮城県森林整備計画

宮城県

仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，白石市，名取市，角田市，多賀城市，岩沼市，登米市，栗原市，東松島市，大崎市，蔵王
町，七ヶ宿町，大河原町，村田町，柴田町，川崎町，丸森町，亘理町，山元町，松島町，七ヶ浜町，利府町，大和町，大郷町，富
谷町，大衡村，色麻町，加美町，涌谷町，美里町，女川町，南三陸町（３５市町村）

令和２年度～令和６年度（５年間）

県土の５７％を占める森林は，県土保全機能や木材生産機能をはじめ，県民が安全で安心できる生活や文化を営む上で欠かせ
ない多面的な機能を有している。
　しかし，その一方で，本県の民有人工林の７１％をスギが占め，そのほとんどが花粉を多く生成する成熟した段階となっている
ことから，スギ花粉の発生源にもなっているため，花粉発生源対策の実施が課題となっている。また，特に人工林を主体とした森
林資源の充実を背景に県産材の供給力が着実に増加しているため，森林の適切な維持管理と，高性能林業機械の導入に対応
した合理的な林業経営の推進を図るための林内道路網の整備が重要な課題となっている。
　そこで，当該計画に沿って，花粉発生源の植え替えを促進するとともに，林道の開設・改良・舗装等の整備を進めることにより，
森林の有する多面的機能の高度発揮を確保し，高性能林業機械と路網の組み合わせによる生産性の高い作業システムの構築
により，林業収益性の向上を図る。

（森林整備事業）
・機能回復整備事業により花粉発生源林の植替面積の増加（10ha/計画期間5カ年→30ha/計画期間5カ年）を図る。
・育成林整備事業により林道開設を行い，整備区域内の林道路網密度の増加 0m/ｈａ→8.7m/ｈａを図る。
・育成林整備事業により林道改良・改築を行い，森林へのアプローチ時間の短縮6分/km→4分/kmを図る。
・林道及び橋梁等の機能点検・機能診断実施率100％とする。


